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序
章
（
以
上
九
十
四
巻
四
号
）

第
一
章
憲
法
二
四
条
成
立
過
程
と
民
法
・
戸
籍
法
上
の
「
家
」
制
度

（
以
上
九
十
五
巻
二
号
、
四
号
、
百
一
巻
三
号
）

第
二
章
民
法
改
正
過
程

ｌ
戸
籍
法
改
正
過
程
に
先
行
し
た
民
法
上
の
「
家
」
廃
止
方

針
決
定
の
予
徽
的
考
察
Ｉ

（
以
上
百
一
巻
三
号
、
四
号
）

第
三
章
戸
籍
法
改
正
過
程
の
諸
段
階

（
以
上
百
三
巻
四
号
、
百
四
巻
二
号
）

第
四
章
「
家
」
制
度
廃
止
に
よ
る
戸
籍
法
改
正

ｌ
「
第
一
の
流
れ
」
ｌ

（
以
上
百
四
巻
三
号
、
四
号
）

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
繍
法
改
正
過
程
（
十
一
．
完
）
（
和
田
）

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
十
一
．
完
）

Ｉ
「
家
」
の
廃
止
を
中
心
と
し
て
Ｉ

第
五
章
人
口
動
態
統
計
の
精
密
化
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
起
因
と
す

る
戸
籍
法
改
正
ｌ
「
第
二
・
第
三
の
流
れ
」
ｌ

（
以
上
百
五
巻
三
号
）

桔
章
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
に
於
け
る
力
学

ｌ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
の
総
括
ｌ

序
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正

ｌ
「
家
」
の
廃
止
と
そ
の
限
界
’

第
一
節
戸
籍
制
度
の
二
重
の
法
的
機
能

第
二
節
新
憲
法
二
四
条
と
民
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
改
廃

第
三
節
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
改
廃
二
）

ｌ
身
分
登
録
機
能
と
「
第
一
の
流
れ
」
１
－

第
四
節
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
改
廃
（
二
）

和
田
幹
彦
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探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

序
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
ｌ
「
家
」
の
廃
止
と
そ
の
限
界
ｌ

（
１
）
（
２
）
 

本
睾
皐
で
は
、
本
拙
論
の
成
果
を
総
括
す
る
。

序
章
で
も
既
に
述
べ
た
が
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
定
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
改
正
過

程
の
詳
細
の
解
明
、
及
び
改
正
の
力
学
ｌ
誰
が
何
を
決
め
た
の
か
、
何
が
改
正
の
限
界
を
規
定
し
た
の
か
ｌ
の
究
明
は
、
史
料
上
の

制
約
も
あ
り
、
十
分
に
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
文
は
こ
の
点
を
課
題
と
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
戸
籍
法
改
正
に
重
点
を
置
き
、

民
法
改
正
は
戸
籍
法
改
正
を
規
定
し
た
限
り
で
扱
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
上
で
「
家
」
廃
止
の
限
界
を
照
射
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
併
せ

て
改
正
過
程
に
見
ら
れ
る
限
り
で
、
日
本
社
会
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
法
的
機
能
と
、
戸
籍
法
が
規
定
し
て
い
た
「
家
」
制
度
の
特
質
を

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
四
号

ｌ
個
人
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
と
「
第
二
・
第
三
の
流

れ
」
’

第
五
節
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
の
廃
止
方
針
の
射
程

と
そ
の
限
界

第
六
節
戸
籍
制
度
の
個
人
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
と
「
家
」
の
特

結
章
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
に
於
け
る
力
学

ｌ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
の
総
括
Ｉ

一一

質

第
七
節
残
さ
れ
た
課
題

Ｉ
「
国
体
の
一
支
柱
」
と
し
て
の
「
家
」
？
’

第
八
節
結
語
ｌ
先
行
研
究
と
の
比
較
に
お
い
て
Ｉ
（
以
上
本

号
）
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本
章
、
す
な
わ
ち
結
章
で
は
、
ま
ず
、
第
一
節
で
、
戸
籍
制
度
の
二
重
の
法
的
機
能
に
つ
い
て
、
簡
単
な
が
ら
小
括
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
第
二
節
か
ら
第
六
節
で
は
、
本
論
文
の
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
の
研
究
成
果
を
総
括
す
る
。
殊
に
、
第
六
節
で
は
、
戸
籍
制

度
の
個
人
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
と
「
家
」
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。
ま
た
最
後
に
、
本
章
の
第
七
節
で
は
、
「
国
体
の

一
支
柱
」
と
し
て
の
「
家
」
に
つ
い
て
の
考
察
、
と
い
う
残
さ
れ
た
課
題
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
以
下
、
旧
法
・
新
法
と
は
、
’
九
四
五
年
八
月
の
占
領
開
始
時
点
・
一
九
四
八
年
一
月
の
改
正
法
施
行
時
点
の
、
民
法
な
い
し
戸
籍

法
を
指
す
。
ま
た
、
「
家
」
と
は
、
特
段
の
断
り
が
な
い
限
り
、
法
的
「
家
」
制
度
を
指
す
。
）

旧
法
下
、
戸
籍
制
度
に
は
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
た
二
重
の
法
的
機
能
が
あ
っ
た
。

第
一
に
、
民
法
上
の
身
分
変
動
を
、
戸
籍
に
登
録
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
仮
に
「
身
分
登
録
機
能
」
と
呼
ぶ
。
）
旧
法
下
で
は
、
「
家
」

を
構
成
す
る
上
で
の
身
分
の
変
動
が
戸
籍
に
登
録
さ
れ
た
。

第
二
に
、
国
民
の
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
・
提
供
で
あ
る
。
（
仮
に
「
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
」
と
呼
ぶ
。
）
ま
ず
、
戸
籍
へ
の
登
録
の

た
め
の
届
出
の
際
に
、
身
分
変
動
の
デ
ー
タ
も
含
め
、
本
人
や
両
親
の
個
人
情
報
（
例
－
教
育
程
度
）
に
及
ぶ
、
主
と
し
て
人
口
動
態
に

隣
接
す
る
デ
ー
タ
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
戸
籍
へ
の
登
録
と
は
別
個
に
、
こ
の
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
、
中
央
や
地
方
の
行
政

機
関
に
提
供
さ
れ
て
、
徴
税
・
警
察
・
衛
生
・
教
育
目
的
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
統
計
が
作
成
さ
れ
る
。
次
に
、
戸
籍
簿
の
公
開
原
則
に
よ

り
、
私
人
に
も
、
他
人
の
身
分
や
そ
の
変
動
の
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
る
。
相
手
方
の
身
分
を
確
認
す
る
こ
と
で
民
事
取
引
の
法
的
安
定
が

図
ら
れ
、
さ
ら
に
は
近
隣
の
社
会
的
安
定
（
本
章
第
六
節
で
後
述
）
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
。

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
十
一
．
完
）
（
和
田
）

一一一

第
一
節
戸
籍
制
度
の
二
重
の
法
的
機
能
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（
３
）
 

さ
て
、
し
か
し
法
改
正
の
基
本
線
を
な
す
、
「
家
」
の
改
廃
の
程
度
を
め
ぐ
る
Ｇ
ｓ
の
方
針
に
は
、
時
期
に
よ
り
変
化
が
見
ら
れ
る
。

法
改
正
一
般
に
関
す
る
Ｇ
Ｓ
の
原
則
は
、
新
憲
法
の
諸
原
則
は
強
制
し
て
で
も
遵
守
さ
せ
る
、
し
か
し
同
時
に
、
合
憲
で
あ
る
複
数
の
選

択
肢
が
あ
れ
ば
、
Ｇ
ｓ
は
特
定
選
択
肢
の
強
制
は
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
家
」
に
関
す
る
Ｇ
ｓ
の
初
期
の
方
針
も
、
こ
れ

本
節
で
は
、
主
と
し
て
本
論
文
第
一
・
二
章
の
成
果
を
総
括
す
る
。

新
憲
法
二
四
条
は
、
家
族
に
関
す
る
事
項
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
条
項
は
、
Ｇ
ｓ

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
政
局
・
以
下
同
）
の
強
い
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
日
本
政
府
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
導
入
さ
れ
た
（
一
九
四
六
年
二

’
三
月
）
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
本
条
の
導
入
に
よ
り
一
「
家
」
制
度
の
改
廃
を
要
請
し
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
が
、
短
い
な
が
ら
、
本
論
文
・
第
一
章
の
総
括
で
あ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
四
号

四

旧
戸
籍
法
下
で
は
、
第
一
・
第
二
の
機
能
双
方
の
前
提
と
な
る
一
戸
籍
届
出
の
義
務
は
、
「
家
」
を
基
準
と
し
て
、
（
離
婚
届
を
除
き
）
当

事
者
が
属
す
る
「
家
」
の
戸
主
に
も
課
さ
れ
て
い
た
。
（
戸
主
に
集
約
的
に
「
家
」
の
構
成
員
の
デ
ー
タ
を
申
告
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と

を
、
仮
に
「
家
」
に
「
デ
ー
タ
申
告
義
務
」
が
あ
る
と
表
現
し
て
お
く
。
）
即
ち
戸
籍
の
二
つ
の
機
能
に
と
っ
て
、
制
度
面
で
は
「
家
」

が
結
節
点
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
家
」
の
デ
ー
タ
申
告
義
務
が
、
戸
籍
の
両
機
能
を
全
面
的
に
支
え
て
い
た
。
ま
た
、
戸
籍
簿
公

開
原
則
は
、
「
家
」
に
、
そ
の
静
態
・
動
態
は
常
に
公
示
さ
れ
る
と
い
う
決
定
的
な
性
格
を
与
え
て
い
た
。
歴
史
的
に
は
、
デ
ー
タ
の
申

告
と
公
開
原
則
は
と
も
に
、
戸
籍
法
上
の
「
家
」
制
度
と
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
新
憲
法
二
四
条
と
民
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
改
廃
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に
従
い
、
①
「
家
」
は
廃
止
が
望
ま
し
く
、
廃
止
へ
と
誘
導
は
す
る
が
、
②
家
族
法
で
は
特
に
西
洋
的
価
値
基
準
の
強
要
は
避
け
る
べ
く
、

「
家
」
存
廃
の
決
定
は
日
本
側
に
ゆ
だ
ね
る
、
③
そ
し
て
「
家
」
を
も
し
存
置
す
る
な
ら
ば
、
違
憲
と
な
る
戸
主
権
と
家
督
相
続
は
廃
止

さ
せ
、
伝
統
的
・
儀
礼
的
に
と
ど
ま
る
「
家
」
制
度
な
ら
ば
容
認
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
日
本
側
で
は
、
我
妻
榮
な
ど
三
名
の
民
法
改
正
草
案
起
草
委
員
が
、
初
期
の
改
正
要
綱
案
中
に
既
に
、
「
家
」
廃
止
方
針

を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
た
二
九
四
六
年
七
月
、
但
し
本
章
第
三
節
の
冒
頭
を
参
照
）
。
そ
の
背
景
に
は
、
彼
ら
が
戦
前
の
「
人
事
法

案
」
に
お
け
る
戸
主
権
の
弱
体
化
の
試
み
を
一
部
継
承
し
た
こ
と
に
加
え
、
「
家
」
制
度
が
形
骸
化
し
て
い
る
社
会
の
実
態
に
法
を
適
合

さ
せ
た
い
、
と
い
う
方
針
が
あ
っ
た
。
他
方
、
起
草
委
員
以
外
の
民
法
改
正
関
係
者
の
方
針
は
、
「
家
」
存
置
・
廃
止
の
両
極
端
か
ら
中

間
的
な
も
の
ま
で
様
々
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
右
の
①
②
③
の
方
針
は
日
本
側
に
明
示
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
「
家
」
の
廃
止
は

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
る
か
ら
他
の
選
択
肢
は
な
い
、
と
い
う
理
解
な
い
し
誤
解
も
一
部
に
見
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、
結
果
的
に
廃

止
を
推
進
し
た
面
も
否
定
で
き
な
い
。

改
正
の
た
め
の
臨
時
法
制
調
査
会
に
お
い
て
、
「
宗
一
な
い
し
そ
の
類
似
要
素
の
存
置
を
主
張
す
る
論
者
か
ら
も
「
家
」
廃
止
へ
の
支

持
を
得
る
た
め
に
、
起
草
委
員
の
我
妻
は
ま
ず
、
「
家
」
の
美
風
を
活
か
し
て
欲
し
い
と
言
う
牧
野
英
一
に
対
し
、
「
氏
」
に
「
家
」
を
代

替
す
る
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
を
口
頭
で
約
し
て
い
る
。
起
草
委
員
は
さ
ら
に
、
改
正
要
綱
案
に
祖
先
祭
祀
の
祭
具
継
承
な
ど
の
「
家
」

類
似
条
項
を
局
所
的
・
限
定
的
な
が
ら
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
要
綱
案
は
お
お
か
た
の
賛
同
を
得
、
法
制
度
と
し
て
の
「
家
」
を
廃
止

す
る
と
い
う
日
本
側
の
方
針
は
、
一
応
安
定
す
る
に
い
た
る
二
九
四
六
年
八
月
中
旬
）
。

Ｇ
Ｓ
は
こ
れ
を
「
家
」
の
全
面
的
廃
止
の
決
定
と
解
釈
し
た
。
Ｇ
ｓ
は
、
以
後
一
貫
し
て
、
日
本
側
の
自
主
決
定
で
あ
る
と
の
論
拠
で
、

「
家
」
廃
止
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
公
式
方
針
と
し
て
い
る
。
起
草
委
員
は
こ
の
直
後
に
、
前
述
の
牧
野
と
の
口
頭
約
束
の
と
お
り
に
、
「
氏
」
に
関

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
十
一
．
完
）
（
和
田
）

五
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以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
民
法
上
の
「
家
」
改
廃
の
直
接
の
契
機
は
、
恵
法
二
四
条
の
導
入
に
よ
っ
て
Ｇ
ｓ
が
与
え
た
。
二
四
条
の
下
で

の
限
ら
れ
た
選
択
範
囲
の
中
で
、
日
本
側
関
係
者
は
「
家
」
（
類
似
要
素
）
存
置
論
者
も
含
め
て
、
Ｇ
ｓ
の
「
家
」
廃
止
の
希
望
を
感
知

し
、
そ
れ
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
要
綱
の
段
階
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
自
主
的
に
「
家
」
廃
止
を
決
定
し
た
。
そ
の
上
で
、

民
法
及
び
戸
籍
法
改
正
草
案
中
の
「
家
」
類
似
要
素
の
排
除
に
は
Ｇ
Ｓ
が
再
び
影
響
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
民
法
上
の
「
家
」
改
廃
（
そ

し
て
こ
れ
に
連
動
し
た
身
分
登
録
機
能
面
で
の
戸
籍
法
改
正
）
は
、
主
と
し
て
Ｇ
Ｓ
、
日
本
側
起
草
委
員
、
日
本
側
の
「
家
」
（
類
似
要

（
４
）
 

素
）
存
置
論
者
の
一
二
者
の
、
こ
う
し
た
緊
張
関
係
の
中
で
の
「
共
同
作
業
」
で
あ
っ
た
面
も
確
か
に
あ
る
。

月
下
旬
）
。

法
学
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一ハ

す
る
多
く
の
規
定
に
「
家
」
類
似
の
機
能
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
草
十
栞
を
Ｇ
Ｓ
に
提
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
Ｇ
ｓ
が
こ
れ
を
厳
然
と
拒
否
し

た
の
も
、
右
の
公
式
方
針
確
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
吉
田
茂
内
閣
は
、
い
わ
ゆ
る
憲
法
議
会
に
お
い
て
、
当
初
は
、
憲
法
二
四
条
下
で
は
「
家
」
制
度
の
存
置
・
廃
止
両
方
の
選
択

肢
が
あ
る
と
答
弁
し
て
い
た
。
結
局
、
同
内
閣
は
「
家
」
は
存
置
し
た
い
と
の
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
上
で
、
新
憲
法
を
衆
議
院
で

通
過
さ
せ
て
い
る
（
同
一
九
四
六
年
八
月
下
旬
）
。
し
か
し
こ
の
間
に
、
民
法
に
つ
い
て
は
右
の
通
り
、
「
家
」
廃
止
方
針
が
安
定
化
し
て

い
る
。
こ
れ
に
従
う
形
で
、
貴
族
院
で
は
同
じ
吉
田
内
閣
が
、
二
四
条
は
「
家
」
廃
止
を
要
請
す
る
、
と
解
釈
を
変
更
す
る
に
い
た
っ
た

（
同
一
九
四
六
年
、
同
八
月
下
旬
ｌ
同
年
九
月
）
。
こ
れ
に
対
し
牧
野
英
一
な
ど
が
、
二
四
条
に
「
家
族
生
活
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
」
と
追

加
す
る
修
正
案
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
僅
差
で
否
決
さ
れ
（
同
一
九
四
六
年
、
十
月
上
旬
）
、
貴
族
院
は
二
四
条
を
通
過
さ
せ
た
。

修
正
案
の
否
決
に
際
し
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
の
（
決
定
的
で
は
な
い
に
せ
よ
）
影
響
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
臨
時
法
制
調
査
会
で
も
、
「
家
」
廃
止
方
針
自
体
は
揺
る
が
ず
に
民
法
改
正
要
綱
が
決
定
し
て
い
る
（
同
一
九
四
六
年
、
十
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次
に
、
最
重
要
点
の
繰
り
返
し
を
お
そ
れ
ず
に
、
や
や
仔
細
に
民
法
改
正
過
程
に
つ
い
て
分
析
す
れ
ば
、
二
四
条
の
下
で
の
限
ら
れ
た

選
択
範
囲
の
中
で
の
改
正
の
人
的
相
関
関
係
・
力
学
関
係
は
、
（
１
）
Ｇ
８
（
民
政
局
）
は
、
当
初
よ
り
「
家
」
廃
止
を
希
望
し
て
い
た

が
、
違
憲
で
な
い
範
囲
で
の
形
式
的
「
家
」
存
置
な
ら
ば
認
め
る
べ
く
、
存
廃
は
日
本
側
に
一
任
す
る
方
針
を
、
暫
定
的
に
せ
よ
固
め
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
関
係
者
の
う
ち
、
（
２
）
起
草
委
員
は
、
一
定
の
「
家
」
類
似
要
素
の
存
置
に
つ
い
て
は
（
３
）
の
保
守

派
と
妥
協
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
終
草
案
・
改
正
法
を
妥
当
な
内
容
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
、
（
３
）
保
守
派
は

「
家
」
（
類
似
要
素
）
の
存
置
を
主
張
し
つ
つ
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
「
家
」
廃
止
の
規
定
方
針
の
存
在
を
一
時
期
信
じ
、
そ
の
後
は
日
本
側
の
廃

止
論
者
の
主
張
に
押
さ
れ
て
、
一
定
の
一
「
家
」
類
似
要
素
の
存
置
で
満
足
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
か
た
や
、
（
４
）
革
新
派
は
、
起

草
委
員
の
方
針
に
は
飽
き
足
ら
ず
、
「
家
」
の
全
廃
の
貫
徹
を
要
求
し
た
。
以
上
（
２
）
（
３
）
（
４
）
の
人
的
集
団
す
べ
て
が
、
既
に
述

べ
た
通
り
、
（
１
）
の
民
政
局
の
「
家
」
廃
止
の
希
望
を
感
知
し
、
そ
れ
に
あ
る
程
度
の
影
轡
を
受
け
つ
つ
も
、
要
綱
策
定
の
段
階
で
は
、

法
的
制
度
と
し
て
の
「
家
」
の
廃
止
を
自
主
的
に
決
定
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
、
Ｇ
Ｓ
は
、
民
法
改
正
草
案
中
の
「
家
」
類
似
要
素

の
排
除
に
は
再
び
影
響
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
国
会
で
は
、
「
家
」
廃
止
の
改
正
案
に
対
し
、
戸
主
権
は
と
も
か
く
家
督
相
続
の
廃
止
に

は
反
対
論
が
強
か
っ
た
も
の
の
、
結
局
、
改
正
法
案
を
無
修
正
で
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

占
領
期
の
民
法
改
正
、
特
に
制
度
と
し
て
の
「
家
」
廃
止
は
、
前
述
の
三
者
を
よ
り
詳
細
に
分
析
す
れ
ば
、
（
１
）
～
（
４
）
の
四
者
が
、

（
５
）
 

一
」
う
し
た
緊
張
関
係
の
中
で
、
幾
多
の
誤
解
を
交
え
つ
つ
、
微
妙
な
駆
け
引
き
を
繰
り
返
し
た
末
の
一
つ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
｝
」
の
過
程

（
６
）
 

の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
、
改
正
を
め
ぐ
る
人
的
相
関
関
係
・
力
学
関
係
は
、
改
正
過
程
が
進
む
中
の
各
時
期
で
変
化
し
て
い
た
。
第

二
に
、
そ
の
人
的
相
関
関
係
・
力
学
関
係
の
全
体
像
を
、
法
改
正
関
係
者
の
誰
も
、
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
第
三
に
、
以
上

の
二
点
が
、
改
正
要
綱
・
改
正
法
の
中
核
で
あ
る
「
家
」
改
廃
方
針
の
決
定
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
〈
十
一
．
完
）
（
和
田
）

七
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戸
籍
法
の
改
正
過
程
を
通
し
て
頻
出
す
る
の
は
、
民
法
上
は
廃
止
し
た
「
家
」
な
い
し
「
家
」
類
似
要
素
を
、
戸
籍
法
で
は
維
持
し
よ

う
、
と
い
う
日
本
側
の
改
正
関
係
者
の
意
図
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
が
、
起
草
委
員
の
下
で
作
ら
れ
た
、
「
家
」
を
形
式
化
し
て
存
置
す

る
戸
籍
法
改
正
初
案
で
あ
っ
た
二
九
四
六
年
七
月
）
。
そ
の
後
、
司
法
省
が
主
導
し
て
作
成
し
た
改
正
草
案
に
も
、
「
家
」
は
廃
止
さ
れ

る
方
針
で
あ
る
も
の
の
、
種
々
の
「
家
」
類
似
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
草
案
に
関
す
る
交
渉
二
九
四
七
年
八
－
十
一
月
）
で
、

Ｇ
ｓ
は
、
日
本
側
の
「
家
」
廃
止
の
決
定
を
一
貫
さ
せ
る
た
め
、
戸
籍
法
に
も
「
家
」
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
司
法
省
は
、
国
民
全
体
に
直
結
す
る
戸
籍
実
務
上
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
は
、
氏
や
戸
籍
を
旧
来
の
「
家
」
に
ひ

き
つ
け
て
理
解
す
る
国
民
意
識
に
依
存
す
る
こ
と
を
も
容
認
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
が
、
結
局
、
概
ね
「
家
」
廃
止
に
整
合
的
な
案
を

受
諾
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
た
だ
例
外
が
二
点
あ
る
。
中
で
も
重
要
な
の
は
、
Ｇ
ｓ
が
戸
籍
を
個
人
別
に
編
製
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し

提
案
し
た
が
、
司
法
省
が
拒
否
し
断
念
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
点
は
、
戸
籍
の
戸
主
欄
に
似
た
戸
籍
筆
頭
者
欄
を
、
司
法
省
が

戸
籍
法
施
行
規
則
に
よ
っ
て
設
置
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｇ
ｓ
は
こ
の
点
は
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
り
看
過
し
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
が
、
本
論
文
の
第
三
章
の
改
正
過
程
の
内
容
を
踏
ま
え
た
、
第
四
章
の
総
括
で
あ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
四
号

以
上
が
本
論
文
・
第
二
章
、
民
法
改
正
過
程
の
総
括
で
あ
る
。

第
三
節
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
改
廃
（
一
）
ｌ
身
分
登
録
機
能
と
「
第
一
の
流
れ
」
Ｉ

八
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こ
れ
が
、
一
次
史
料
、
二
次
史
料
を
含
み
、
先
行
研
究
の
最
重
要
な
一
部
を
な
す
我
妻
榮
編
『
戦
後
に
お
け
る
民
法
改
正
の
経
過
』

（
日
本
評
論
社
、
一
九
五
六
年
）
に
補
足
的
に
の
み
掲
載
さ
れ
議
論
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
戸
籍
法
の
改
正
過
程
の
紹
介
に
は
、
全
く
言
及

の
み
な
ら
ず
意
識
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
戸
籍
法
改
正
過
程
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

即
ち
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｐ
Ｈ
Ｗ
（
公
衆
衛
生
福
祉
局
・
以
下
同
）
は
、
人
口
動
態
調
査
の
改
善
を
目
的
に
、
当
初
か
ら
強
制
的
な
指
令
を
出

し
て
、
出
生
・
婚
姻
・
離
婚
・
死
亡
の
戸
籍
届
書
に
、
細
微
に
わ
た
る
調
査
項
目
を
導
入
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
二
九
四
六
年
九
’
十

月
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
家
」
の
デ
ー
タ
申
告
義
務
と
、
こ
れ
に
支
え
ら
れ
た
戸
籍
制
度
の
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
は
、
デ
ー
タ
の
内
容

上
、
格
段
に
強
化
さ
れ
た
。
後
に
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
と
同
じ
く
統
計
の
精
密
性
を
至
上
価
値
と
す
る
日
本
側
の
内
閣
統
計
局
や
、
内
務
省
（
解

体
前
）
・
厚
生
省
等
の
統
計
利
用
者
が
、
こ
う
し
た
改
正
を
歓
迎
し
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｇ
ｓ
は
、
こ
う
し
た
調
査
項
目
が

導
入
さ
れ
た
後
に
初
め
て
そ
の
存
在
に
気
づ
き
、
こ
れ
は
「
過
去
の
警
察
国
家
の
悪
辣
な
特
徴
の
復
興
（
倉
『
の
‐
研
匡
す
―
―
の
ゴ
ご
一
口
。
Ｅ
⑩
（
８
‐

Ｅ
『
①
の
。
｛
言
の
ロ
口
普
ロ
・
’
－
８
⑫
白
【
の
弓
）
」
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
し
て
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
理
由
に
反
対
し
た
（
一
九
四
七

年
八
’
十
一
月
）
。
し
か
し
、
事
後
的
反
論
か
つ
受
動
的
反
応
に
と
ど
ま
り
、
こ
う
し
た
項
目
の
導
入
を
阻
止
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
十
一
。
完
）
（
和
田
）

九

っ
た
。

本
章
の
第
二
節
・
第
三
節
の
憲
法
・
民
法
・
戸
籍
法
改
正
と
は
人
的
に
も
手
続
的
に
も
ほ
ぼ
独
立
し
て
進
め
ら
れ
た
戸
籍
法
改
正
が
あ

第
四
節
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
改
廃
（
二
）

ｌ
個
人
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
と
「
第
二
・
第
三
の
流
れ
」
Ｉ
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（
１
）
日
本
側
の
問
題
意
識
・
戸
籍
法
改
正
方
針
と
そ
の
限
界

日
本
側
で
は
、
先
ず
起
草
委
員
会
は
、
民
法
上
の
「
家
」
制
度
廃
止
か
ら
来
る
必
然
的
な
改
正
の
み
し
か
念
頭
に
な
か
っ
た
。
た
だ
、

起
草
委
員
中
、
民
事
局
長
の
奥
野
が
次
に
述
べ
る
民
事
二
課
の
思
惑
に
引
き
ず
ら
れ
た
た
め
か
、
改
正
の
度
合
い
は
低
く
押
さ
え
よ
う
と

す
る
方
向
性
は
感
じ
ら
れ
る
。
次
に
、
司
法
省
殊
に
戸
籍
法
改
正
草
案
の
条
文
を
起
草
し
た
民
事
二
課
の
最
大
の
関
心
は
、
戸
籍
実
務
の

混
乱
を
防
ぐ
た
め
、
戸
籍
法
改
正
は
最
低
限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
乃
至
副
産
物
と
し
て
、
「
家
」
類
似
制

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
四
号

一
○

次
に
、
戸
籍
節
の
公
明
四
原
則
に
は
、
Ｇ
Ｓ
６
Ｐ
Ｈ
Ｗ
も
、
や
は
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
謹
を
理
由
に
反
対
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
司
法
省

も
草
案
を
修
正
し
、
｜
旦
は
非
公
開
を
原
則
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
参
議
院
司
法
委
員
会
の
代
表
者
が
改
め
て
Ｇ
ｓ
か
ら
直
接

了
承
を
得
て
、
公
開
原
則
を
草
案
に
復
活
さ
せ
て
い
る
（
以
上
一
九
四
七
年
十
’
十
二
月
）
。
結
局
国
会
は
、
公
開
原
則
を
旧
法
ど
お
り

維
持
し
て
戸
籍
法
を
通
過
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
や
、
日
本
の
前
述
の
一
部
の
官
庁
、
そ
し
て
参
議
院
が
、
戸
籍
法
改
正
論
議
の
主
眼
を
踵
い
て
い
た
の
は
、
デ

１
夕
収
集
・
提
供
機
能
の
維
持
強
化
で
あ
り
、
こ
れ
は
Ｇ
Ｓ
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。

以
上
が
、
本
論
文
の
第
三
章
の
改
正
過
程
の
内
容
を
踏
ま
え
た
、
第
五
章
の
総
括
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
本
論
文
の
第
三
章
・
第
四
章
・
第
五
章
を
踏
ま
え
て
、
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
の
廃
止
と

そ
の
限
界
を
照
射
す
る
。

第
五
節
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
の
廃
止
方
針
の
射
程
と
そ
の
限
界
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度
・
規
定
の
温
存
の
傾
向
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
こ
う
し
た
「
温
存
」
は
、
司
法
省
民
事
局
に
と
っ
て
は
、
民
法
上
の
「
家
」
制

度
廃
止
方
針
が
確
定
し
た
後
の
戸
籍
法
改
正
に
関
す
る
限
り
、
主
た
る
関
心
事
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
人
口
動
態
調
査
を
主
管
す
る
内
閣
統
計
局
、
そ
し
て
そ
の
統
計
結
果
を
厚
生
・
公
衆
衛
生
政
策
等
に
利
用
す
る
厚
生
省

の
、
戸
籍
法
改
正
に
絡
む
利
害
は
、
単
に
人
口
動
態
調
査
・
統
計
の
精
密
化
・
正
確
化
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
戸
籍
法
上
の
「
家
」
制
度
乃
至
そ
の
類
似
制
度
・
規
定
の
温
存
を
主
た
る
関
心
事
と
し
た
の
は
、
（
記
録
に
見
る
限

り
は
）
司
法
法
制
審
議
会
の
一
部
の
委
員
と
、
参
議
院
の
一
部
の
譲
員
で
あ
っ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
改
正
方
針
の
限
界
は
、
実
務
サ
イ
ド
（
通
達
を
出
し
た
司
法
省
・
内
閣
統
計
局
正
木
次
長
）
に
は
届
書
の
保
管
上
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
念
頭
に
あ
っ
て
も
、
項
目
削
除
・
戸
籍
簿
非
公
開
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
謹
な
ど
、
（
我
妻
等
の
起
草
委
員
含
め
）

考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

（
２
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
意
識
・
戸
籍
法
改
正
方
針
と
そ
の
限
界

Ｇ
ｓ
は
、
当
初
民
法
上
の
「
家
」
制
度
廃
止
か
ら
来
る
必
然
的
な
改
正
の
み
し
か
念
頭
に
な
く
、
こ
れ
は
日
本
側
の
起
草
委
員
と
同
一

で
あ
る
。
し
か
し
、
起
草
委
員
と
異
な
る
の
は
、
四
六
年
八
月
中
旬
の
日
本
側
の
自
主
的
な
「
家
」
制
度
廃
止
方
針
決
定
以
後
は
、
そ
れ

を
根
拠
に
「
家
」
廃
止
は
日
本
側
自
身
が
徹
底
的
に
や
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
一
貫
し
た
主
張
で
あ
る
。
ま
た
、
改
正
過
程
の
後
半
に
入

っ
て
、
人
口
動
態
調
査
の
た
め
の
一
戸
籍
届
誓
の
詳
細
項
目
設
置
と
、
従
来
か
ら
の
戸
籍
簿
の
公
開
原
則
に
対
し
て
こ
の
｛
の
周
一
『
の
に
な
が
ら
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
尊
重
を
主
張
し
始
め
て
い
る
。

次
に
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
情
報
教
育
局
）
は
基
本
的
に
は
Ｇ
Ｓ
と
同
様
に
、
民
法
上
の
「
家
」
制
度
廃
止
か
ら
来
る
必
然
的
な

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
十
一
．
完
）
（
和
田
）

一
一
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（
３
）
日
本
側
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
双
方
の
問
題
意
識
・
戸
籍
法
改
正
方
針
に
共
通
な
限
界

こ
れ
は
一
言
で
一
一
一
一
口
え
ば
、
五
章
で
掲
げ
た
二
つ
の
問
題
（
乃
至
換
言
す
れ
ば
「
第
二
の
流
れ
」
「
第
一
一
一
の
流
れ
」
）
が
戸
籍
法
特
有
の

「
家
」
の
機
能
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
言
う
認
識
が
欠
落
し
て
い
た
点
で
あ
ろ
う
。

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
四
号

一一一

改
正
に
し
か
関
心
は
な
い
。
殊
に
Ｃ
Ｉ
＆
Ｅ
が
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
関
わ
る
正
当
性
が
男
女
平
等
の
実
現
（
の
た
め
の
情
報
収
集
・
日

本
社
会
へ
の
提
供
、
そ
の
た
め
の
教
育
）
に
あ
る
た
め
、
そ
の
関
心
は
こ
の
一
点
に
絞
ら
れ
て
お
り
、
自
然
そ
れ
が
限
界
と
も
な
っ
た
。

特
異
な
立
場
に
あ
っ
た
の
は
Ｐ
Ｈ
Ｗ
で
あ
っ
た
。
人
口
動
態
調
査
・
統
計
の
徹
底
的
な
精
密
化
・
正
確
化
を
至
上
価
値
と
し
て
戸
籍
法

改
正
に
関
わ
っ
た
Ｐ
Ｈ
Ｗ
は
、
民
法
上
の
「
家
」
改
廃
に
は
基
本
的
に
何
の
関
心
も
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
護
は
、
こ
の
至

上
価
値
に
劣
後
す
る
利
益
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
戸
籍
届
書
の
詳
細
調
査
項
目
は
一
点
（
妊
娠
日
数
）
を
除
い
て
譲
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
逆
に
、
「
至
上
価
値
」
た
る
精
確
な
人
口
動
態
調
査
に
支
障
さ
え
無
け
れ
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
も
最
大
限
に
保
謎
す
る

こ
と
に
吝
か
で
は
な
く
、
戸
籍
簿
の
非
公
開
化
に
は
何
ら
異
論
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
Ｇ
Ｓ
と
Ｐ
Ｈ
Ｗ
は
互
い
の
関
心
に
は
当
初
全
く

無
関
心
で
あ
っ
た
が
故
に
、
戸
籍
法
を
巡
っ
て
コ
ン
タ
ク
ト
す
ら
な
く
、
利
益
相
反
状
況
が
生
じ
て
初
め
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
後
、

二
者
は
問
題
別
に
対
立
・
協
調
方
針
を
採
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
各
々
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
意
識
・
改
正
方
針
の
限
界
は
、
右
の
関
心
の
外
に
は
全
く
（
乃
至
、
基
本
的
に
は
）
射
程

が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

（
４
）
日
本
側
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
双
方
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
お
け
る
「
家
」
の
廃
止
方
針
の
射
程
と
そ
の
限
界
ｌ
本
節
の
小
括
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Ｇ
Ｓ
と
日
本
側
起
草
委
員
の
主
た
る
関
心
は
、
民
法
上
の
「
家
」
の
改
廃
、
そ
し
て
こ
れ
に
連
動
す
る
戸
籍
法
上
の
身
分
登
録
機
能
中

の
「
家
」
の
改
廃
に
の
み
集
中
し
て
い
た
。
（
そ
し
て
、
戸
籍
の
身
分
登
録
機
能
そ
の
も
の
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
）

戸
籍
法
上
の
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
の
強
化
に
対
し
て
は
、
Ｇ
Ｓ
は
結
局
こ
れ
を
阻
止
せ
ず
、
起
草
委
員
は
殆
ど
関
心
を
示
し
て
い

な
か
っ
た
。
改
正
に
よ
り
、
旧
法
下
、
戸
籍
の
二
つ
の
機
能
に
と
っ
て
の
「
家
」
と
い
う
制
度
的
結
節
点
、
両
機
能
を
支
え
て
い
た
デ
ー

タ
申
告
義
務
が
「
家
」
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
点
（
本
章
第
一
節
参
照
）
こ
そ
変
わ
っ
た
が
、
戸
籍
の
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
は
、
「
家
」

廃
止
後
も
む
し
ろ
強
化
さ
れ
て
、
新
法
下
の
戸
籍
制
度
に
全
面
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
家
」
の
デ
ー
タ
申
告
義
務
や
、
公

開
原
則
に
よ
り
決
定
づ
け
ら
れ
た
性
格
は
、
名
こ
そ
消
え
た
も
の
の
実
は
残
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戸
籍
簿
公
開
原
則
に
よ
り
、
そ

の
静
態
・
動
態
が
常
に
公
示
さ
れ
る
と
い
う
「
家
」
の
性
格
も
、
「
家
」
を
「
二
世
代
以
下
の
戸
籍
」
に
置
き
換
え
て
維
持
さ
れ
た
こ
と

も
注
目
に
値
し
よ
う
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
新
法
と
「
家
」
と
の
連
続
性
に
は
、
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
の
強
化
を
推
進
し
た
関
係
者
も
、

こ
れ
に
当
初
反
対
し
た
Ｇ
ｓ
も
、
起
草
委
員
も
、
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
も
し
こ
れ
が
彼
ら
の
こ
の
点
の
認
識
の
薄
弱
さ
を
示
唆
す
る

な
ら
ば
、
Ｇ
Ｓ
、
起
草
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
、
「
家
」
改
廃
の
射
程
の
限
界
は
こ
こ
に
露
呈
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

か
た
や
日
本
の
司
法
省
は
、
戸
籍
実
務
の
混
乱
回
避
を
最
重
要
視
し
て
い
た
。
（
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
の
完
全
性
保
持

に
も
直
結
す
る
。
）
司
法
省
は
、
混
乱
回
避
の
た
め
に
こ
そ
、
身
分
登
録
機
能
中
の
「
家
」
類
似
要
素
の
温
存
も
容
認
し
て
い
た
、
と
い

う
側
面
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
の
司
法
省
・
内
閣
統
計
局
等
、
ま
た
特
に
Ｐ
Ｈ
Ｗ
に
と
っ
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
・
提
供
機
能
の
維
持
強
化
が
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
こ
れ
に
劣
後
す
る
身
分
登
録
機
能
面
で
の
「
家
」
改
廃
に
は
限
界
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
十
一
。
完
）
（
和
田
）

￣ 

一

一

￣ 
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戦
後
も
な
お
、
法
的
・
社
会
的
・
道
徳
的
「
家
」
制
度
は
天
皇
制
と
並
ぶ
「
国
体
の
一
支
柱
」
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
、
憲
法
議
会
に
お

い
て
複
数
の
議
員
が
発
言
し
て
い
る
。
対
照
的
に
、
Ｇ
Ｓ
や
、
や
は
り
民
法
改
正
に
関
与
し
た
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
は
、
憲
法
一
三
・
一
四
・
二
四

条
制
定
や
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
関
す
る
史
料
に
見
る
限
り
、
「
国
体
の
一
支
柱
」
と
し
て
の
「
家
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

｜
方
の
戸
籍
法
上
の
「
家
」
の
デ
ー
タ
申
告
義
務
、
及
び
国
家
・
行
政
の
機
能
的
末
端
単
位
と
し
て
の
「
家
」
の
特
質
と
、
他
方
の

本
論
文
の
第
三
章
・
第
四
章
、
そ
し
て
殊
に
第
五
章
を
踏
ま
え
て
、
戸
籍
制
度
の
個
人
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
と
「
家
」
の
特
質
を

浮
き
彫
り
に
し
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

旧
法
下
、
戸
主
が
集
約
的
に
「
家
」
の
構
成
員
の
デ
ー
タ
を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
家
」
に
行
政
府
に
対
す
る
デ
ー
タ
申
告
の
義

務
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
ま
た
各
「
家
」
の
デ
ー
タ
は
常
に
公
開
さ
れ
、
「
家
」
の
間
で
相
互
に
閲
覧
・
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、

戸
籍
法
上
の
「
家
」
は
、
国
家
ま
た
は
行
政
の
機
能
的
末
端
単
位
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
新
法
下
で
は
、
｜

戸
籍
に
記
戯
さ
れ
た
者
（
多
く
は
二
世
代
家
族
）
が
、
「
家
」
に
代
わ
っ
て
こ
の
機
能
的
末
端
単
位
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う

し
た
「
家
」
の
役
割
・
特
質
は
、
本
拙
論
で
は
詳
論
で
き
な
い
が
、
明
治
初
期
の
戸
籍
制
度
制
定
以
来
現
在
ま
で
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

一
貫
し
て
存
続
し
て
い
る
。
就
中
公
開
原
則
は
、
一
面
で
国
民
に
よ
る
相
互
監
視
を
も
極
め
て
容
易
に
す
る
。
こ
こ
に
は
、
明
治
初
期
の

戸
籍
制
度
の
、
脱
籍
浮
浪
取
締
と
い
う
警
察
目
的
と
の
連
続
性
す
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
七
節
残
さ
れ
た
課
題
ｌ
「
国
体
の
一
支
柱
」
と
し
て
の
「
家
」
？
Ｉ

第
六
節
戸
籍
制
度
の
個
人
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
と
「
家
」
の
特
質

法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
四
号

一

四
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最
後
に
、
特
に
序
章
で
も
触
れ
た
先
行
研
究
す
べ
て
と
の
対
比
で
、
本
拙
論
の
結
論
を
述
べ
る
暴
挙
に
出
る
意
図
は
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
、
民
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
一
次
史
料
、
二
次
史
料
を
も
含
む
先
行
し
た
文
献
で
あ
る
我
妻
榮
編
『
戦
後
に
お
け
る
民
法
改

正
の
経
過
』
百
本
評
論
社
、
’
九
五
六
年
）
に
於
け
る
我
妻
教
授
の
主
張
、
お
よ
び
和
田
に
よ
る
川
島
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
加
え

て
川
島
武
宜
『
あ
る
法
学
者
の
軌
跡
』
（
有
斐
閣
、
’
九
七
八
年
）
に
於
け
る
川
島
武
宜
教
授
の
主
張
と
の
対
比
で
、
本
拙
論
の
結
論
に

今
一
度
、
言
及
し
て
お
く
こ
と
は
意
味
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
戸
籍
法
改
正
に
つ
い
て
も
凝
縮
し
た
要
約
を
述
べ
て
お
き
た

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
十
一
．
完
）
（
和
田
）

一
五

「
国
体
の
一
支
柱
」
と
し
て
の
「
家
」
の
認
識
と
の
間
に
、
連
関
性
・
連
動
性
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
家
」
は
「
国
体
の
一

支
柱
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
家
」
の
デ
ー
タ
を
申
告
さ
せ
、
戸
籍
に
よ
り
収
集
・
提
供
し
て
国
家
行
政
に
役
立
て
る
の
も
当
然
と

い
う
発
想
が
、
戦
後
な
お
、
二
部
に
せ
よ
）
国
民
に
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

起
草
委
員
の
言
動
に
は
、
「
国
体
の
一
支
柱
」
に
も
通
底
し
う
る
道
徳
的
・
社
会
的
「
家
」
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ

る
。
な
ら
ば
（
仮
に
無
意
識
に
せ
よ
）
前
述
の
発
想
ゆ
え
に
、
デ
ー
タ
申
告
義
務
強
化
へ
の
反
対
や
、
国
家
・
行
政
の
機
能
的
末
端
単
位

と
し
て
の
「
家
」
の
特
質
の
認
識
や
そ
の
弱
体
化
の
試
み
は
、
起
草
委
員
に
は
な
さ
れ
（
る
は
ず
も
）
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。
逆
に
、
Ｇ
ｓ
が
、
戸
籍
法
に
よ
る
個
人
の
デ
ー
タ
申
告
義
務
の
強
化
を
結
局
は
受
動
的
に
容
認
し
た
の
は
、
こ
れ
が
「
国
体
の
一

支
柱
」
た
る
「
家
」
の
機
能
の
維
持
に
す
ら
繋
が
り
か
ね
な
い
と
の
問
題
認
識
が
薄
弱
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
起
草
委
員
・
Ｇ
Ｓ
の
両
者
揃
っ
て
の
、
戸
籍
制
度
の
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
強
化
に
対
す
る
容
認
は
、
同
じ
コ
イ
ン

の
裏
表
で
あ
る
、
と
い
う
整
合
的
な
理
解
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
の
検
証
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

第
八
節
結
語
ｌ
先
行
研
究
と
の
比
較
に
お
い
て
Ｉ

Hosei University Repository



占
領
期
の
民
法
改
正
は
、
第
二
節
で
述
べ
た
最
重
要
点
を
繰
り
返
す
が
、
（
１
）
～
（
４
）
の
四
者
が
、
こ
う
し
た
緊
張
関
係
の
中
で
、

幾
多
の
誤
解
を
交
え
つ
つ
、
微
妙
な
駆
け
引
き
を
繰
り
返
し
た
末
の
一
つ
の
結
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
改
正
を
め
ぐ
る
人
的
相
関
関

係
・
力
学
関
係
は
、
改
正
過
程
が
進
む
中
の
各
時
期
で
変
化
し
、
そ
の
人
的
相
関
関
係
・
力
学
関
係
の
全
体
像
を
、
法
改
正
関
係
者
の
誰

も
、
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
民
法
改
正
過
程
の
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
特
徴
こ
そ
が
、
「
家
」
改
廃
方

針
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
民
法
上
の
「
家
」
の
廃
止
は
、
我
妻
榮
教
授
が
旧
来
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
「
起
草
委
員
の
独
自
の
発
案
」
が
貫
徹
さ

〈旬Ｉ）
（
８
）
 

れ
た
、
あ
る
い
は
、
川
島
武
宜
教
授
が
描
写
し
た
よ
う
な
、
「
家
」
廃
止
の
徹
底
を
民
政
局
が
独
自
の
方
針
と
し
て
強
く
「
要
求
し
た
」
、

と
い
っ
た
単
純
な
過
程
を
た
ど
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
本
拙
論
に
長
し
く
叙
述
し
て
き
た
通
り
、
民
法
・
戸
籍
法
上
の
「
家
」
改
廃
の
直
接
の
契
機
は
、
ま
ず
、
憲
法
二
四
条
の
導
入

に
よ
っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｇ
ｓ
（
民
政
局
）
が
与
え
た
。

次
に
、
民
法
改
正
過
程
に
つ
い
て
分
析
す
れ
ば
、
本
章
・
第
二
節
で
述
べ
た
通
り
、
二
四
条
の
下
で
の
限
ら
れ
た
選
択
範
囲
の
中
で
の

改
正
の
人
的
相
関
関
係
・
力
学
関
係
は
、
（
１
）
Ｇ
Ｓ
（
民
政
局
）
、
（
２
）
起
草
委
員
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
（
３
）
保
守
派
、
そ
れ
と
対

抗
関
係
に
あ
っ
た
（
４
）
革
新
派
、
以
上
（
２
）
（
３
）
（
４
）
の
人
的
集
団
す
べ
て
が
、
（
１
）
の
Ｇ
ｓ
の
「
家
」
廃
止
の
希
望
を
感
知

し
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
法
的
制
度
と
し
て
の
一
‐
家
」
の
廃
止
を
自
主
的
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｓ
が
、
そ
の
後
、
民
法
改
正

草
案
中
の
「
家
」
類
似
要
素
の
排
除
に
は
再
び
影
響
力
を
ふ
る
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
し
て
国
会
は
、
結
局
、
改
正
法
案
を
無
修

正
で
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

い
◎ 
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最
後
に
、
戸
籍
法
改
正
に
つ
い
て
再
論
し
て
お
く
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｇ
Ｓ
（
民
政
局
）
と
日
本
側
起
草
委
員
の
主
た
る
関
心
は
、
民
法
上
の

「
家
」
の
改
廃
、
そ
し
て
こ
れ
に
連
動
す
る
戸
籍
法
上
の
身
分
登
録
機
能
中
の
「
家
」
の
改
廃
に
の
み
集
中
し
て
い
た
。
戸
籍
法
上
の
デ

ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
の
強
化
に
対
し
て
は
、
Ｇ
Ｓ
は
結
局
こ
れ
を
阻
止
せ
ず
、
起
草
委
員
は
殆
ど
関
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

結
果
、
戸
籍
の
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
は
、
「
家
」
廃
止
後
も
む
し
ろ
強
化
さ
れ
て
、
戦
後
占
領
期
の
改
正
後
の
戸
籍
制
度
に
全
面
的

に
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戸
籍
簿
公
開
原
則
に
よ
り
、
そ
の
静
態
・
動
態
が
常
に
公
示
さ
れ
る
と
い
う
「
家
」
の
性
格
も
、

「
家
」
を
「
二
世
代
以
下
の
戸
籍
」
に
値
き
換
え
て
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
占
領
期
の
改
正
後
の
戸
籍
法
・
戸
籍
制

度
と
「
家
」
と
の
連
続
性
に
は
、
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
の
強
化
を
推
進
し
た
関
係
者
も
、
こ
れ
に
当
初
反
対
し
た
Ｇ
ｓ
も
、
起
草
委

員
も
、
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
彼
ら
の
こ
の
点
の
認
識
の
薄
弱
さ
は
こ
こ
に
こ
そ
表
出
し
て
お
り
、
Ｇ
ｓ
、
起
草
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
、

「
家
」
改
廃
の
射
程
の
限
界
は
こ
こ
に
露
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
司
法
省
は
、
戸
籍
実
務
の
混
乱
回
避
を
最
重
要
視
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
身
分
登
録
機
能
中
の
「
家
」
類
似
要
素
の
温
存
も
容
認
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
司
法
省
・
内
閣

統
計
局
等
、
ま
た
特
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｐ
Ｈ
Ｗ
（
公
衆
衛
生
局
）
に
と
っ
て
は
、
デ
ー
タ
収
集
・
提
供
機
能
の
維
持
強
化
が
最
優
先
事
項
で
あ

り
、
こ
れ
に
劣
後
す
る
身
分
登
録
機
能
面
で
の
「
家
」
改
廃
に
は
限
界
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）
本
章
の
概
観
は
、
第
一
節
か
ら
第
六
節
ま
で
は
、
和
文
の
拙
稿
「
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
Ｉ
「
家
」
の
廃
止
と
そ
の
限
界
ｌ
」
『
法
社

会
学
』
第
四
八
号
、
一
九
九
六
年
、
二
○
九
’
二
一
四
頁
で
既
に
提
示
し
て
お
い
た
。
第
七
節
の
み
、
同
前
・
拙
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
本
拙
稿
で
初
め
て
提
示
す
る
。

（
２
）
本
章
の
概
観
は
更
に
、
構
成
は
異
な
る
が
、
欧
文
の
拙
論
一
一
一
縞
で
公
表
・
公
刊
済
み
で
あ
る
。
年
次
順
に
、
亘
蒔
冒
汽
○
三
シ
ロ
ン
・
冨
弓
言
」
：
範
。
①
⑩
の
蚕
ョ
’

一
戸
、
Ｆ
豊
勾
の
［
・
『
ヨ
ュ
ー
』
１
．
，
号
の
で
。
②
【
菌
『
。
。
：
園
［
一
・
冒
冨
ロ
の
二
局
国
・
臣
の
の
．
（
肴
）
シ
ワ
・
］
｛
ぬ
。
の
弓
．
．
⑭
目
『
四
両
冨
同
（
ｚ
）
・
豊
。
、
ご
・
・
§
》
一
恩
旦
巳
爵
」
）
－
，

戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
繍
法
改
正
過
程
（
十
一
・
亮
）
（
和
田
）

一
七
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（
４
）
拙
稿
・
前
掲
（
注
ｌ
）
、
二
一
一
一
頁
で
は
、
「
こ
う
し
た
緊
張
関
係
の
中
で
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
」
と
断
言
し
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、
「
共
同

作
業
」
で
あ
っ
た
と
形
容
で
き
る
の
は
、
民
法
上
の
「
家
」
改
廃
、
そ
し
て
こ
れ
に
連
動
し
た
身
分
登
録
機
能
面
で
の
戸
籍
法
改
正
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
と
結

論
す
る
に
至
っ
た
。
拙
稿
・
前
掲
（
注
３
）
、
二
三
六
頁
の
注
（
ｕ
）
で
既
に
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

（
５
）
こ
の
点
も
特
に
、
拙
稿
・
前
掲
（
注
３
）
、
二
三
五
頁
で
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
６
）
よ
り
詳
細
に
は
、
拙
稿
・
前
掲
（
注
３
）
、
二
三
一
’
二
一
一
一
四
頁
の
、
第
一
～
七
期
の
画
期
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
我
妻
榮
編
『
戦
後
に
お
け
る
民
法
改
正
の
経
過
』
日
本
評
論
社
、
一
九
五
六
年
、
一
○
二
頁
の
我
妻
発
言
。

（
８
）
和
田
に
よ
る
川
島
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
拙
文
「
五
月
最
前
夜
」
「
川
島
先
生
を
偲
ぶ
』
ク
レ
イ
ム
研
究
会
刊
、
一
九
九
四
年
、
二
三
○
’
二

三
五
頁
、
及
び
「
オ
プ
ラ
ー
も
そ
の
程
度
の
改
革
を
要
求
し
た
」
と
す
る
川
島
武
宜
『
あ
る
法
学
者
の
軌
跡
」
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
、
一
一
二
九
頁
。

法
華
志
林
第
一
○
六
巻
第
四
号

一
八

首
目
（
量
隠
昏
瞬
記
の
②
８
『
Ｓ
Ｄ
Ｃ
ミ
ヨ
冒
⑮
⑯
。
菖
②
。
§
』
こ
こ
こ
い
日
ご
・
ミ
⑤
ョ
目
。
旨
』
②
。
○
員
。
固
日
』
』
⑫
８
。
§
８
冒
用
息
の
鼠
の
⑮
。
斡
冒
量
周
斡
僑
崎
戸
巴
‐

溝
の
□
す
『
］
騨
己
四
回
Ｃ
Ｏ
ヨ
ョ
旨
の
①
｛
Ｃ
『
ヨ
の
元
Ｃ
巴
Ｌ
ｇ
［
□
四
ｍ
の
②
ロ
。
〔
ロ
色
白
ロ
の
円
の
。
］
一
】
遷
旬
二
一
蚕
亘
云
Ｃ
三
口
。
Ｐ
Ｃ
】
の
シ
ヮ
の
◎
す
口
頭
巨
口
碩
已
の
『
一
コ
⑪
ご
日
二
○
口
□
の
の

〉
〉
国
：
銅
畷
〈
〈
（
愚
）
巨
員
の
『
」
の
ロ
国
の
８
百
冒
恩
ョ
趣
Ｃ
三
の
ゴ
ー
（
）
Ｑ
Ｃ
ｎ
６
』
②
【
。
⑪
の
蚕
・
の
ご
］
四
目
⑫
丙
・
己
宇
Ｊ
ヨ
弱
の
向
三
旨
］
ロ
己
貰
三
・
目
・
切
二
の
『
］
四
恩
、
の
‐

⑰
の
】
］
の
Ｃ
旨
［
（
・
ロ
且
ｇ
‐
西
目
の
。
・
函
ｇ
Ｐ
韻
・
】
急
‐
］
色
》
三
一
五
亘
云
Ｃ
ヨ
且
口
・
塵
シ
ヮ
・
言
・
ロ
。
ヰ
ゴ
の
ェ
Ｃ
■
ｍ
の
（
骨
）
目
。
⑦
『
Ｅ
の
Ｃ
Ｏ
２
目
［
】
・
ロ
ー
○
「
牙
の
『
三
。

句
、
８
印
・
『
」
天
ご
鷺
尊
シ
］
目
巨
⑰
Ｉ
圏
冒
伊
自
ｃ
昏
昏
ご
§
．
ご
○
］
・
恩
．
ｇ
９
℃
己
．
＄
－
］
日
，

（
３
）
拙
稿
「
戦
後
占
領
期
の
民
法
改
正
過
程
ｌ
『
家
一
の
廃
止
ｌ
」
『
私
法
』
第
六
一
号
、
一
九
九
九
年
、
二
三
○
‐
二
三
六
頁
（
英
文
要
約
は
三
四
六

’
三
四
七
頁
）
で
は
、
民
法
改
正
過
程
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
加
え
、
改
正
過
程
の
画
期
の
基
準
の
精
繊
化
を
試
み
、
改
正
全
過
程
を
、
以
下
の
第

一
期
か
ら
第
七
期
に
分
け
る
試
み
を
行
っ
た
上
で
、
例
え
ば
、
Ｇ
ｓ
の
方
針
の
変
化
も
事
細
か
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
第
一
期
（
民
法
改
正
初
動

期
）
」
、
「
第
二
期
（
臨
時
法
制
調
査
会
・
司
法
法
制
審
議
会
の
始
動
）
・
〈
前
期
〉
の
終
了
」
、
「
第
三
期
（
改
正
要
綱
の
決
定
）
・
〈
後
期
〉
の
開
始
」
、
「
第
四
期

（
改
正
民
法
案
準
備
）
」
、
「
第
五
期
（
応
急
措
置
法
の
起
草
・
成
立
）
」
、
「
第
六
期
（
国
会
提
出
の
草
案
準
備
二
、
「
第
七
期
（
国
会
で
の
審
議
）
」
で
あ
る
。
併

（
改
正
民
法
案
準
備
と
、

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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